
一般社団法人
日本箱庭療法学会第35回大会

後援：鳴門教育大学　徳島県教育委員会　鳴門市教育委員会　徳島新聞社　NHK徳島放送局　四国放送

お問い合わせ　
　日本箱庭療法学会　第35回大会準備委員会
　鳴門教育大学 臨床心理学領域内　準備委員長　今田 雄三
　E-mail: congress_jast@sandplay.jp　HP: http://www.sandplay.jp/conference.html

箱庭のリアリティ―空間・体験・こころ―箱庭のリアリティ―空間・体験・こころ―

申し込み〆切
2022年
9月15日(木)

参加申込方法
　事前申し込みが必要です。
　右記QRコードの申し込みフォームより
　お申込み下さい。

シンポジスト

桑原 知子（放送大学・京都大学名誉教授）

猪股 　剛（帝塚山学院大学）

基調講演

水槽のなかに広がる宇宙
ー水族館の誕生・発展とその文化的背景についてー

溝井 裕一（関西大学）

世界の名画に出合える場所
ー大塚国際美術館の楽しみ方ー

富澤 京子（大塚国際美術館）

司　会　久米 禎子（鳴門教育大学）

― 空間・体験・こころからみる深層と真相 ―

私たちにとって
「リアリティ」とは何か？

13:15 ～ 16:45（12:45受付）
10   15 土2022

日 時

対 象 どなたでも
ご参加いただけます

参加費 1,000円
（会場・オンラインいずれも）

場 所

◎オンライン参加もできます。
　（Zoomによるライブ配信）
※開催時期の感染状況等により，開催形態が変更と
　なる場合があります。

鳴門教育大学 講堂
徳島県鳴門市鳴門町高島字中島748

一般公開シンポジウム一般公開シンポジウム
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鳴門教育大学

本部棟

大塚国際美術館HP：https://www.o-museum.or.jp/publics/index/824/

●JR鳴門駅より，徳島バス「鳴門公園」行，「大塚国際美術館前」下車
●直通高速バス（京都・大阪・神戸方面より），「大塚国際美術館前」下車
　 ※運行状況については，各バス会社にご確認ください。
●お車の場合，鳴門北 ICより約 3分

〒772-0053  徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字福池65-1

▶ 大塚国際美術館へのアクセス

鳴門教育大学HP：https://www.naruto-u.ac.jp/access.html
※鳴門教育大学の駐車場は無料でご利用いただけます。

●JR徳島駅，JR鳴門駅より，徳島バス「ウチノ海総合公園」行，「鳴門教育大学前」下車
●高速鳴門バス停より，徳島バス「ウチノ海総合公園」行，「鳴門教育大学前」下車
●お車の場合，鳴門 IC北口より約10分

〒772-8502  徳島県鳴門市鳴門町高島字中島748

▶ 会場（鳴門教育大学）へのアクセス

☆一般の方もご参加いただけます。右記QRコードの申し込みフォームよりお申込み下さい。

★非会員の方もご参加いただけます。右記QRコードの申し込みフォームよりお申込み下さい。参加により日本臨床心理士資格認定協会「臨床心理士
教育・研修規程別項」第2条（3）に定められたポイントが付与されます。※臨床心理士有資格者，臨床心理学を学んでいる大学院生，臨床心理学
およびその関連領域で実践的な仕事に従事されている方で，心理臨床事例に関する守秘義務を守れる方に限ります。

1,000 円非会員
一　般シンポジウム

9,000 円8,000 円非会員ワークショップ

8月1日以降7月31日まで

●参加費

※開催時期の感染状況等により，開催形態が変更となる場合があります。

鳴門教育大学／Zoom
会場

※研究発表は学会員のみとなります

9:30‒11:30

12:15‒14:15

14:30‒16:30

研究発表A
研究発表B
研究発表C

2022年10月16日（日）

―空間・体験・こころからみる深層と真相―

私たちにとって
 「リアリティ」とは何か？ 

9:30‒12:00 ワークショップ（12コース）★

13:15‒16:45 一般公開シンポジウム★☆

2022年10月15日（土）
大会プログラム

日本箱庭療法学会第35回大会

関西大学文学部・文化共生学専修教授。文
化史を専門とし，建築，民話，教会彫刻といっ
た様々な表象をとりあげ，その歴史を探って
いる。近年の著作に『水族館の文化史』（勉
誠出版，2018年），『動物園・その歴史と冒
険』（中央公論新社，2021年）などがある。

古代壁画から現代絵画まで，西洋名画
1,000点余りを陶板で原寸大に再現，展
示する大塚国際美術館（鳴門市）で企画・
広報・教育普及活動などに携わる。

●基調講演  講師紹介

近年のICTやAIの進化，SNSの普及などによって，対面や接触なしに多くのことが可能になり，コロ
ナ禍によってそれを強いられてもいる現代の生活において，「リアル」と「非リアル」の境界は大きく
揺らいでいます。
水族館や美術館，劇場などに足を運び，その空間に身を置くとき，あるいは，箱庭の砂に触れ，ミニ
チュアを置くとき，私たちは確かにある種の「リアリティ」を体験しています。そのとき，私たちのこ
ころの世界ではいったいどんなことが起こっているのでしょうか？

一般公開シンポジウム

砂の入った箱の中に玩具（ミニチュア）を置い
て表現する心理療法の一つです。スイスの
D.カルフによって創始され，日本には河合
隼雄が1965年に「箱庭療法」として紹介し，
広まりました。現在では，心理相談，法務
臨床，精神科・小児科等の医療，さらに学
校教育等，さまざまな領域における心理臨
床活動に用いられています。

箱庭療法とは？

本学会は，我が国唯一の箱庭療法学に関す
る学術団体として1987年7月に設立され，
以来，箱庭療法学の基本的課題や原理に関
して，面接事例およびその理論的考察等の
発表を通して，会員の臨床活動および研究
活動の相互発展を支援することを目的に活
動を行っています。

http://sandplay.jp

日本箱庭療法学会

伊藤良子・猪股剛・岩宮恵子・岡田康伸・
河合俊雄・川嵜克哲・川戸圓・桑原知子・
田中康裕・豊田園子・森谷寛之・山中康裕

講師：

溝井 裕一（関西大学）
みぞ い ゆう いち

第35回大会
参加申込フォーム

富澤 京子（大塚国際美術館）
とみ ざわ きょう こ


